





































のfl::J~l を確認するにあたっては、基本的にはこの f全元散出j をもとに、各総
2;・73iJ集、及び製品審 f北11新譜j(民間 62年 台北・芸文1~J1警備)、
f元人小令格律J(1981年 上部:・上海籍出版社)等の1J識を参照した。以
下に問題点制1震を追っ していきたい。
任前はこの「四十首jについて、法政諮j 1 1:1コ原資韻作前十法 1~3 次j
(p 1 )でげくのように述べている。








































宮謂・曲牌 題目 作者 作者の異同 形式ページ
[仙呂宮}
(1) 3民 × 自村、， -馬致遼小令 p193
(2)酔中天 × × 出*1、. 小令 p193
(3)酔j夫婦 禿指甲 × i謁漢車!l・無名氏 IJ、令 p155
(4) I罷児 × × 劇套
春桂 練克明 査f思想I1 /ト令 p1l57 
金義児 岳i場楼 馬致逮 劇套
[中呂)
(7)迎1lD宮 鄭光祖(徳輝〉 劇套
(8)新天子 艦iJ~ × 無名氏 小令1937，1938(3.; 
(9)紅繍鞍 I~護士 × 張可久 小令p892
(10)普天楽 別友 × 挑:綾・無名氏 小令 p209
× 胡祇遜 小令 p68
(12)満庭芳 春l境 × 張可久 小令p868
(13)十二月尭民別{育 × 玉穂信(英首) 帯過曲 p291
(14)四辺静 四縮 × 劇套
(15)酔高歌 感懐 × 挑燈 小令 p209
(11) 
{南呂}
(16)山塊玉 × × 小令
(17) 
× 鍾1:司成 ;出:過11]1360 
{正宮)
(18)酔太平 J喪懐 × 謀可久 小令p843
(19)塞鴻秋 奉岱、 × 知名氏 小令p1662
{商謂]
(20) 11披羊 春l極 × 張可久 小令
梧業児 別情 × |羽漢詩!IJ 小令p162
[越調}
(2)天浄沙 秋j忍 × 馬致述・棋名氏 小令p242
(23)小桃記: × 知名氏 ノト令 p1731
党閥人 章台行 × 棋名氏 小令p1739
泰児令 漁夫 × 査徳副1 小令
[双欝}
(26)沈酔東J!lt 漁父 × i主村、 小令p200
(27)落梅j武 × ヰ5寿時!IJ 小令p297
(28)接不断 1¥議!苦 × ザI~~ジ 2ム1・x j1ß p269，270 
(29)水仙子 夜雨 × 徐再!思 小令p1056
(30)慶東原 右ヅー了1、EfES13 × 無名氏 小令p1759
(31)雁児落{忠勝令指甲摘 × 無名氏 帯退出1p1770 
(32)殿前歓 × 馬九 (醇昂夫) p719 
(3)慶宣和 五柳荘 × 棋名氏 /ト令p1750
(34)売花声 香茶 X 喬古 Ij、令
(35)清江引 九日 × ?w;名j天 小令p1743
(36)折桂令 金山寺 × 越祐 小令p569
套数
{双謂}





























































































れていない作品、 (24) [越前・究開人1r章台行」と (35) [双淵・清江引]
「九日Jをどう考えるか。総集には、たとえば小令のみ採録するものや、作者
の明らかな作品のみ採銀するといった編纂の方針がそれぞれあるが、広く通行































































鴻秋末匂本七字，有云 f今 iヨ箇病憾憾， I鵡寓下雨笛相思字， j却十四宇奈。





ある。 もし古員{こ寸ったらしいことばを附¥"，こうしたえ点がなけれlま." ;fA 
も取りえてて言及はしな¥.'0 I沼<-1えめていわな1.'0 (本;鴻秋〕の末句はもとは









































(6 )この 3rJ1搾以外に、 (14) [12]辺静〕も
(7 ) 
北，
(前出)および羽仁
の後に 1討論:務頭につい
ら取り出した曲!粋である s
(民国62年台
に述べている。このごつの曲牌はいずれの可能性もある~ (r~ζ樹新踏 p
275・297)
(文教大学)
[19J 
